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振幅する想像力 
   物語作家としての宮崎駿論（１） 
～「東映動画」以前～ 
西川正也 
 静止した画を重ね、あたかも「生命
ア
を
ニ
吹き込む
メ イ ト
」がごとく、連続した「動き」を与える
ことによって、アニメーションは初めて映像作品として成立するに至る。したがってアニ
メーションの作品をその画や動きと切り離して論ずることは、絵画を色彩やフォルムから、
楽曲を旋律やリズムから切り離して語るに等しいという意見があるのは当然だろう。 
 アニメーションの制作はまた、小説や詩の執筆とは異なり、共同作業をその前提とする
ものである。ロシアのユーリ・ノルシュテインのようにきわめて限られた人数で創作を続
けるアニメーション作家がいないわけではないが、劇場やテレビで放映される商業的なア
ニメーションは、そのほぼすべてが何十という単位の人間によって生み出される共同作業
の産物と言ってもよいものである 1)。 
 アニメーションの基盤が「画の動き」であり、その制作が「共同作業」であるというこ
と―――アニメーションを語る上で、これらはきわめて重要な要素である。日本のみなら
ず、いまや世界を代表するアニメーション監督の一人となった宮崎駿にとっての初めての
劇場用演出作品は『ルパン三世 カリオストロの城』であった。しかし、今日では大御所
の感さえある宮崎もこの『カリオストロの城』では、その制作にあたったアニメ・プロダ
クション「テレコム」の若手スタッフにアニメーションの動きを学ばせるためもあって、
その監督を務めたのだとも言われている 2)。つまり若い描き手
アニメーター
たちにアニメーションの技
法を身につけさせるために、宮崎はあえて画面に様々な動きや効果を取り入れ、また逆に
描き手の力量や作業速度が追いつかない場合には、どれだけ興味深い場面を構想したとし
ても宮崎はそれを割愛しなければならなかったのである。『天空の城ラピュタ』公開時のイ
ンタビューの中で宮崎が「でも、アニメって結局は集団作業、集団の力だから、僕１人粋
がったりしてもダメ」3)と語っているのは、そうしたアニメーション作りの現実を示唆した
ものと言えるだろう。 
 アニメーションの制作が集団作業であることがその作品の出来や、さらにはストーリー
の展開にまで影響を及ぼすとすれば、では、たとえ監督ではあってもそうした集団の一員
である宮崎駿だけを取り上げて作家論を展開することに、はたして意味はあるのだろうか。
また多くのアニメーション監督が作品の制作にあたって最も心を砕く「画の動き」とは切
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り離して、「物語の構成」という側面からのみ作品の検討を行なうことは本当に可能なのだ
ろうか。 
 しかしこの文章では、そうした批判があることは十分に承知した上で、なお「物語の作
り手」としての宮崎駿に着目し、「ストーリーの生成」という観点から彼の作品について論
じていきたいと考えている。なぜなら宮崎の作品は、定評あるその「飛行シーン」や、ケ
レンに満ちた登場人物達の「動き」を抜きにしてもあまりに刺激的であり、またどのよう
なスタッフと仕事をしてもそれが宮崎の監督作であることが一目でわかるほどに、彼の作
品は強烈な個性によって貫かれているからである。 
  
 アニメーションの作り手としての宮崎の人気はいまや絶大であり、その影響力はアニメ
ーションの領域にとどまらないほど大きなものとなっている。宮崎に対するそうした評価
はいつ、どのようにして生まれ、また何によって支えられてきたのか―――彼の作品を年
代を追ってたどりながら、「物語作家としての宮崎駿」という視点からこうした問題につい
て検証していこうとする試みの、本稿は序論に当たる部分である。 
 
 「東映動画」以前  ～ 誕生から大学卒業まで ～ 
 
 宮崎駿の生涯について語ることがこの文章の主な目的ではない。したがって、東映動画
に入社し、アニメーターとしての道を歩みはじめる以前の宮崎について詳細にここで論ず
る必要はないだろう。しかし、その後の宮崎にとって大きな意味を持つことになるいくつ
かの事柄に関しては、彼の作品についての考察を始める前にやはり言及しておいた方が賢
明かもしれない。 
 
１「宮崎航空機」 
 
 1941（昭和 16）年、東京に生まれた宮崎は 1943 年、栃木県宇都宮市に転居することに
なった。以後、宮崎は小学三年を終えるまで宇都宮と鹿沼とに暮らすことになるのだが、
東京で生まれ育った宮崎に、もしこの栃木での「疎開生活」の経験がなかったとしたら、
後年になって彼が、東京郊外の田園地帯を舞台とする『となりのトトロ』を生み出すこと
はおそらくなかったであろう。ことに二千坪以上の敷地の中に山も滝も池もあったという
鹿沼の「別荘」の庭で遊んだ毎日は「天国」のような日々であったと、宮崎の兄・新
あらた
氏は
後に回想している 4)。（一方、『となりのトトロ』の中で主人公の姉妹が暮らした家は、戦
後、東京に戻った宮崎一家が移り住んだ杉並の自宅がその主要なモデルであったという。） 
 栃木でのこの少年期はまた、後の宮崎作品から読み取ることのできるひとつの重要な要
素が彼の内に育
はぐく
まれることになった最初の時期でもあった。鹿沼には宮崎の伯父の経営す
る「宮崎航空機製作所」の工場があり、宮崎の父が一家とともに東京を離れたのはその工
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場長を務めるためであったのだが、飛行機や戦車などの軍事車両に対する後年の宮崎の愛
着は、間違いなくこの時期に身近に接した機械（あるいは兵器部品）群に端を発するもの
と言えるだろう。「この〔飛行機の防弾ガラスの〕破片をこすりますと『芳香』を放ちます。
そんなわけでこの破片は私たち子供の宝になり、友人に見せびらかしたり、うらやませた
りしました。駿はのちに好んで飛行機を描くようになりますが、こうした経験から飛行機
に関心をもつようになったのかもしれません」5)という宮崎の兄の証言も、その事実を裏付
けるものである。 
 
 戦争や軍事に関する事っていうのは、日本では真っ当な人はやらないことになってる
んです。ところが僕は、子供の時からずっと好きだったモンですから･･････大っぴらに
言えないんです。大っぴらに言いますとですね、好戦的な人間だと思われるもんですか
ら。 
 ですが、僕は政治的には再軍備も反対だったし未だにＰＫＯも反対な人間なんですけ
れど、軍事的なことについて、一貫して興味を持っているんですね。6) 
 
 反戦論者であるはずの宮崎がその作品の中でしばしば魅力的な戦闘場面を描き、さらに
は紛れもない戦争兵器である「飛行艇」に乗る豚
ポルコ
を主人公に据えて映画まで作ってしまっ
たことに、ある者はあるいは違和感を覚えるかもしれない。しかし戦闘機の下請工場の経
営者の家に育ったというこの宮崎の生い立ちを考えれば、彼が一見、矛盾とも取れるそう
した創作態度を示す理由も理解されるのではないだろうか。 
 宮崎はまた、自身の父親についても「戦争に行きたくないと公言し、しかも、戦争で儲
けた男。矛盾が平気で同居している。（中略）若いころから、おやじを反面教師だと思って
いました。でも、どうも僕は似ていますね。おやじのアナーキーな気分や、矛盾を抱えて
平気なところなんか、受け継いでいる」7)と語っている。戦争を嫌悪する宮崎と兵器を偏愛
する宮崎とがその作品の中でしばしば同居しているのは、戦闘機の部品工場の責任者であ
りながら戦争を忌避していたというその父親を少年期の宮崎が見つめ続けたこととも、ま
た無関係ではないだろう。 
 
 一方、その父よりも四歳の年長であり、気丈で一徹であったという宮崎の母親は、後に
『天空の城ラピュタ』に登場する空賊の女首領・ドーラのモデルとなった女性であった。
また『となりのトトロ』の中で描かれた主人公の姉妹と病気の母との関係は、長く病床に
あった母と彼女を見守り続けた幼き日の宮崎兄弟の姿を、形を変えて写し取ったものであ
ると言われている。 
 
２ 福島鉄次と手塚治虫 
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 少年時代に熱中したものについて、宮崎は「小学生のころも、福島鉄次という『砂漠の
魔王』を描いた人には、一時手塚さんよりも激しくマイっていました」8)と語っている。福
島作品を好んだ理由について、宮崎は別の文章でも「僕は通俗が好きです。かつて福島鉄
次の『砂漠の魔王』に興奮したあの興奮をいまの子供達にも伝えたいという強い願望もあ
ります。通俗の極致に踏み込んでみれば、案外広い地平線があるのかもしれない」9)と綴っ
ているが、派手な色彩によって描き出された福島の冒険絵物語は、初期から中期にかけて
の宮崎作品のあるいは原点とでも言うべきものなのかもしれない。 
 例えば宮崎は漫画家・和田慎二との対談の中で、『風の谷のナウシカ』と福島との関連に
ついて次のように語っている。 
 
 映画よりも、むしろ子供の頃の漫画の影響の方が大きいですね。福島鉄次の「砂漠の
魔王」とか、手塚治虫の五十年代の漫画とか。手塚さんは「鉄腕アトム」の人気が出て
から、つまらなくなったと思うんです。10) 
 
 このほかにも宮崎は、例えば『天空の城ラピュタ』に登場する「飛行石」が、やはり福
島の『砂漠の魔王』の中の「空を飛ぶ力を与える宝石」にそのアイディアの源泉を持つも
のであると自ら語っているが 11)、この福島に限らず、初期の宮崎は、かつて読み、また目
にしたいくつもの作品からモチーフを引き継いで自分なりの形に再構築し、巧みに自作の
中に取り込んでいったことで知られている。 
 そして、そんな宮崎が少年時代に福島以上に大きな影響を受けたのは、上の引用でも言
及されていた手塚治虫であった。 
 
 小学生のときは手塚さんの作品、とくに「太平洋Ｘポイント」が好きでした。小さな
時限爆弾で戦艦を沈める話。沈むわけないんですけど（笑）。でも、ドカーンと沈むんで
す。ちょっと作り方を工夫すればいまでもテレビ・スペシャルでいけると思ってるんで
すけどね。12) 
 
 「ロック冒険記」とか、こわかったですねえ。ああいう、こわさというのは他になか
った。「ジャングル大帝」にしても、目がくらみましたよ。知識に満ちているんですね。
一体どれ程の知識をこの人は持ってるんだろう、一生かかっても追いつけないのかな、
という漠然とした思いを持ってました。文化の光、ここにあり、って感じでね。13) 
 
 少年時代の手塚漫画への憧れについて宮崎はこのように証言しているが、福島鉄次の作
品に対する敬愛を率直に表明するその姿勢とは対照的に、手塚治虫に対する宮崎の感情は
しかし年を経るにしたがってより複雑な様相を示していくことになる。 
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 まずぼくが手塚さんの影響を強くうけたという事実がある。小中学生のころのぼくは、
まんがの中では彼の作品が一番好きでした。昭和二十年代、単行本時代――最初のアト
ムのころ――の彼のまんがが持っていた悲劇性は、子ども心にもゾクゾクするほど怖く
て、魅力がありました。ロックも、アトムも、基本的に悲劇性を下敷きにしていたでし
ょう。アトムは後期になって変わってゆくけど･･････。 
 それから、十八歳を過ぎて自分でまんがを描かなくてはいけないと思ったときに、自
分にしみ込んでいる手塚さんの影響をどうやってこそぎ落とすか、ということが大変な
重荷になりました。 
 僕は全然真似した覚えはないし、実際似ていないんだけど、描いたものが手塚さんに
似ていると言われました。それは非常に屈辱感があったんです。14) 
 
 これは手塚治虫の死の直後に発表され、痛烈な手塚批判として話題を呼ぶことになった
「手塚治虫に『神の手』をみた時、ぼくは彼と訣別した」と題する記事からの引用である
が、この文章を読むと宮崎は、漫画家としての手塚（ことに初期の手塚作品）に対しては
むしろかなりの敬意を抱いていることが理解される。宮崎が厳しく批判したのはアニメー
ションの作り手としての手塚であって、映像作家・手塚に対するそうした反発と漫画家・
手塚治虫に対する彼の感情とを混同してはならないだろう。 
 
 だから僕が発言してるのは、手塚さんのアニメーションに関してだけです。手塚さん
の漫画を見るのは僕の子供時代においては（中略）大変な出来事でしたからね。（中略）
だから、それについてはね、その尊敬の念とか彼のやった役割については全然疑問を持
ちませんけども。彼がアニメーションでやったことは間違いだと僕は思うんです。15) 
 
 手塚批判の文章を発表した翌年のインタビューでも宮崎はこんなふうに答えているが、
彼がこのように考えることができるようになったのは、実は自分がアニメーターとしての
道を歩みはじめるようになってからのことであって、それ以前の宮崎が手塚漫画の影響か
ら脱するために苦闘の日々を重ねていたことは彼自身が認めているとおりである。 
 
〔手塚の影響から〕本当に抜け出せたのは、東映動画に入ってからですね。二十三､四歳
です。東映動画に入ったら、ひとつの別の流れがあったから、その中で自分なりの方向
をアニメーターとして作っていけばいいとわかった。アニメーターとしてというのは、
キャラクターを自分の持ち物にすることではなくて、それをどうやって動かすかとかど
うやって演技を表現するかという、動きを追及することのほうが自分にとって問題にな
っていったから、いつの間にか絵がだれに似ているかということはどうでもよくなって
いきました。16) 
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 宮崎にとって漫画家・手塚治虫とは、あまりにも深い影響を受けたがために、むしろ乗
り越えるべき「通過儀礼」の対象とでも言うべき存在であった。こうして絵柄の面でよう
やく手塚の呪縛を脱したと考えた宮崎は、やがて作劇の面でも手塚とは異なる道を歩みは
じめることになる。宮崎が演出や監督にあたった作品の多くはハッピー・エンディングに
よって締めくくられているが、そうした背景には、悲劇的な結末で読者の心を揺さぶった
初期の手塚作品への対抗意識や、その後の手塚の作風に対する無意識の反発がおそらく隠
されていたのではないだろうか。 
 
 ぼくが、いったいどこで手塚さんへの通過儀礼をしたかというと、彼の初期アニメを
何本かみたときです。 
 漂流している男のところに滴が一本たれ落ちる「しずく」（1965・９）や「人魚」（64・
９）という作品では、それらが持っている安っぽいペシミズムにうんざりした。かつて
の手塚さんがアトムの初期のころ持っていたペシミズムとは、質的に違うと思って（中
略）。 
 昭和二十年代の作品では作家のイマジネーションだったものが、いつの間にか手管
、、
に
なってしまった。 
 これは先輩から聞いた話ですが、「西遊記」〔1960年公開の東映動画作品〕の製作に手
塚さんが参加していたときに、挿入するエピソードとして、孫悟空の恋人の猿が悟空が
帰ってみると死んでいた、という話を主張したという。けれどなぜその猿が死ななくて
はならないかという理由は、ないんです。ひと言「そのほうが感動するからだ」と手塚
さんが言ったことを伝聞で知ったときに、もうこれで手塚治虫にはお別れできると、は
っきり思いました。17) 
 
 ここで手塚の名誉のために付言しておくなら、映画『西遊記』そのものは手塚らしいユ
ニークなキャラクターや斬新なアイディア、そして東映動画のスタッフが描き出した登場
人物たちの豊かな動きによって当時の子供たちに愛された、魅力的な作品であったという
評価も多い。 
 また宮崎自身、すでに影響から脱したと考えていた手塚風の絵柄についても、1982年に
漫画版『風の谷のナウシカ』を描き出してみると、「その〔手塚の〕影がね、いまだに『ナ
ウシカ』の中にありますよ。（中略）だからいざ漫画を描くとね、手塚さんと全然違うよう
に見えるかもしれないけども、やっぱり手塚さんの背負ってた時代的な制約みたいなもの
が、僕の世代の制約としてちゃんと影を落としてると思いますね、例えば、女の子の描き
方とかね」18)と自ら認めざるを得なかったほどに、宮崎における手塚漫画の影響は深甚な
ものだったのである。 
 
３ 『白蛇伝』とフライシャー 
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 「先達」あるいは「反面教師」としての手塚治虫への対抗意識や反発に加えて、宮崎駿
が自作の結末にハッピー・エンディングを選ぶようになったもうひとつの大きな契機は、
彼が受験生時代に東映動画作品『白蛇伝』（1958年）を見ることによってもたらされたもの
であった。高校時代には当時流行していた劇画の影響を受けて、救いようのない雰囲気を
持つ劇画風の作品を習作していたという宮崎も、このアニメーションを見て、初めて「も
っとすなおにいいものはいい、きれいなものはきれい、美しいものは美しい、と表現して
もいいのではないかと思った」19）というのである。宮崎は自ら、この漫画映画のヒロイ
ン・白娘
パイニャン
に「恋をしてしまった。（中略）彼女たちのひたむきさに較べ、自分のぶざまな有
様が情けなくて、ひと晩炬燵
こ た つ
にうずくまって涙を流した」20)とさえ綴っているが、この作
品との出会いをきっかけとして宮崎は劇画の制作から、より肯定的な世界観に貫かれた漫
画の執筆へと次第に移行を始めることになるのだった。 
 
 子どものころのぼくは、いわゆる“いい子”でした。自分の意思で生きているのでは
なく、何となく親の意見にそうようにしていた。（中略） 
 それが少年、青年と成長していくにしたがって、そんな“いい子”ではいけない、自
分の目で見、自分で立ち上がって生きていかなければと気づき、それが高じて、子ども
の本質的な純粋ささえもないがしろにしようとし、しかも、受験という暗ヤミ状況もあ
って、恨みツラミの劇画を描いたんですね。 
 それが「白蛇伝」を見て、目からウロコが落ちたように、子どものすなおな、大らか
なものを描いていくべきだと思ったわけなんです。21) 
 
 初めて演出を手がけたＴＶシリーズである『未来少年コナン』に関するインタビューの
中で宮崎は、「漫画映画というのは、見終わったときに解放された気分になってね、作品に
出て来る人間達も解放されて終わるべきだという気持ちがある」22)と語っているが、こう
した宮崎の創作態度は、青年時代に彼がこの『白蛇伝』を見たことにまで遡ることができ
るのである。 
 なお宮崎はその後、漫画家になりたいという気持ちを引きずりながらも、大学卒業後は
『白蛇伝』を制作した東映動画に入社してアニメーションの世界に身を投じることになる
のだが、高校生の宮崎がもしこの『白蛇伝』を見ることがなかったとしたら、世界中の多
くの観客が今日のように「宮崎アニメ」を楽しむことはけっしてできなかったに違いない。 
 
 宮崎に影響を与えたアニメーションの作家や作品はこのほかにも数多いが、それらの中
で特に触れておく必要があるのは、ディズニーとともに二十世紀アメリカを代表するアニ
メーションの作り手であったフライシャー兄弟であろう。作品の製作を担当することの多
かったマックスと、主に演出に当たったデイブのフライシャー兄弟は、ベティー・ブープ
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やポパイの生みの親としても知られているが、そのフライシャー作品に関して宮崎は次の
ように書いている。 
 
 先日、東大ＳＦ研の上映会で「バッタ君町へ行く」〔1941年制作〕と「カラークラシッ
ク」三本〔1930年代後半に制作された短篇作品集〕を見ました。（中略） 
 私はフライシャーが好きです。そう言う時、それはＤ・フライシャー個人を指してい
るのではなく「フライシャー」の言葉でくくられる一定の傾向を持った多分老若入りま
じったスタッフを指して言ってたと思うのですが、特にバッタ君は作家としてあるいは
アニメーターとしてＤ・フライシャーの作品じゃないんじゃないかと強く思いました。
（中略） 
 ポパイのいくつかにある空間感覚の鋭さや、バッタ君の中にある空間構成には、それ
までのフライシャー作品にはないものがあります。まったくの当て推量ですが、多分、
あのスタッフの中に、一人か数人のいいアニメーターが育ったのです。彼らはフライシ
ャーがこねた俗の俗たる、だから力にも充ちていたカオスの中から生れ、技術的にも感
性的にもより洗練された力を持っているんです。その人間達に作品づくりの中心が移っ
ているんじゃないでしょうか。23) 
 
 宮崎駿のフライシャー作品に対する傾倒はしばしば論じられるところであるが、この文
章を読むと、宮崎はＤ・フライシャー個人にではなく、むしろ「フライシャー兄弟」とい
う名で呼ばれるところの制作集団に興味を惹かれていたことがわかる。そのことは、上の
一節に続く次のような記述からも理解されるだろう。 
 
 ガリバ〔ー1939年にフライシャー兄弟が制作した『ガリバー旅行記』。宮崎は少年の頃、
宇都宮の映画館で見たこの映画に強い印象を与えられたという〕の経験を通して力を持
ったその人々〔スタッフたち〕が、バッタ君でフライシャーを克
こ
えたのです。バッタ君
の多くの素晴しい発想や、発想をストーリーに組み立てていく手並みや、画面づくりに
は、カラークラシックにはまったくないものがあります。（中略） 
 それなのに、バッタ君はあまりにフライシャー 的です。完成度の高さと裏腹に、主題
の掘り下げの甘さとして、相変わらずそれは残っています。演出Ｄ・フライシャーの残
した作品の弱点じゃないでしょうか。（中略） 
 バッタ君は素晴らしい、そして実にくだらない。それが僕の新たな結論です。そして、
Ｄ・フライシャーの作品と言われているけれど、実は彼を腹の中からくいやぶって生れ
て来た無名のスタッフ達（僕の想像の中の人々であってもいい）へ、心から挨拶を送り
たいと思います。24) 
 
 宮崎作品におけるフライシャーの影響については『（新）ルパン三世・第 155話・さらば
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愛しきルパンよ』に登場した飛行ロボット・ラムダ（後に『天空の城ラピュタ』25)にも再
登場）が、フライシャー兄弟の制作したテレビシリーズ『スーパーマン』（1941－42 年）
中のメカニカル・モンスターへのオマージュであることが広く知られている 26)。しかし上
の引用から判断すれば、宮崎はそうした表面的な影響を受けるにとどまらず、フライシャ
ーとそのスタッフとの関わりを考えることによって、共同作業の産物としてのアニメーシ
ョンの在り方や、演出家とそのスタッフとの（理想の？）関係にまで考察を及ぼし、ひい
ては現在の「スタジオジブリ」の運営にまで影響を受けることになったと推測することは、
やはり行き過ぎた想像であろうか。 
 ジブリの両輪の一方であった高畑勲が第一線を退いた今、ただひとり猛烈な馬力でその
スタジオを牽引しているように見える宮崎駿も、実は自分の腹を「くいやぶって生れて来」
る新たな才能の出現をずっと待ち続けているように思えて仕方がないのは、おそらく筆者
だけではないだろう。 
 
 なお、宮崎に大きな影響を与えたアニメーション作品としては、このほかに『雪の女王』
（1957年・ソ連）や『やぶにらみの暴君』（1952年・フランス）などが知られているが、
それらについては稿を改めてまた論ずることにしたい。 
 
４ 学習院入学と学生運動 
 
 第一節でも触れたが、戦闘機の下請け工場を経営していた宮崎の一族は戦時中には自家
用車を乗りまわすほどに羽振りが良かったとされている。また軍需産業に従事していると
いう理由から、父方の親戚には戦争に行った人間が一人もいなかったという宮崎自身の証
言も残されている。しかし、そうした特殊な基盤の上に成り立っていた自らの幼少期に対
する複雑な思いは、後になって宮崎に重くのしかかっていくことになる。 
 また1945（昭和 20）年７月の宇都宮大空襲から車で逃げる際に、助けを求めてきた知人
の親子を乗せてやらなかったという苦い記憶は宮崎の中に消し去りがたいものとして残る
ことになったが、そうした心の瑕
きず
は後年の宮崎の創作態度、つまり弱き者たち、虐げられ
た者たち、強権に反抗する者たちの側に常に立とうという姿勢へとつながっていく、その
最初のきっかけとなるものであったのかもしれない。 
 
 やがて栃木での生活を終えて東京へと戻った宮崎は杉並区立永福小学校、大宮中学校を
経て、都立豊多摩高校に入学した。前述したとおり、高校在学中にすでに漫画で身を立て
ることを心に決めていた宮崎は初めは美術系の大学に進むことを希望したようだが、父親
の反対にあって結局、卒業後は学習院大学政治経済学部に進学することになった。最終的
にこの大学を選ぶことになった理由を問われた宮崎は「いや、兄貴でも入れたから、おれ
でも入れるだろうって。兄貴がメチャメチャな男でね、機関銃を撃ちたいから防衛大学に
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行くって（笑）。結局、学習院に入ったけど」27)と答えているが、親の反対を受けたとはい
え、結果として良家の子弟の集まる、いわゆる「お坊ちゃん」大学に兄に続いて進んでし
まったことからも、この時期の宮崎が自らを取り巻く環境からの精神的な自立をまだそれ
ほど意識してはいなかったことがうかがえるだろう。 
 こうして学習院へと進んだ宮崎は当時この大学に「漫画研究会」がなかったため、「児童
文学研究会」に入部することになった。そこでの活動を続ける間に彼は「『みっともなく情
けなかった』と総括してフタをしていた子供時代のことを、また思い出してしまった」28)
と書いているが、自らの属する一族や自身の過去についての負い目を宮崎がはっきりと自
覚するようになったのは、おそらくこの頃が最初のことであったに違いない。 
 そして、家族の庇護の下に学習院に通いながら、その一方で「日本人は戦争の加害者だ
ったのでは。オヤジたちは間違えてたんじゃないか。その親たちに養われた自分は間違い
の産物じゃないのか･･･」29)という意識に苛まれるようにもなっていったというこの時期の
宮崎は、その後の宮崎駿―――多くの矛盾を抱えながら、その葛藤の中から自身の作品を
生み出していく彼の在り方へと、やがてつながっていくことになるだろう。 
 
加藤：私たちの世代ではお金持ちであることがすごく恥ずかしいという感覚がありまし
たものね。 
宮崎：現在はお金は善だということになってますからね。いや、戦後〔の宮崎家〕は貧
乏とまではいかなくても並の家庭なんです。ただ自分の過去のある時期、実はちゃっか
りしっかり手に入るものはちゃんと享受していたと、そのことが自分の中にずっとつき
まとっていた。30) 
 
 これは歌手・加藤登紀子との対談の中での宮崎の発言であるが、彼はこの会話を受けて
さらにこんなふうに続けている。 
 
宮崎：うしろめたさというのは、日本の中の自分の家、自分の一族、それから世界の中
の日本、アジアの中の日本というかたちで、一貫したテーマとして自分の中にある。こ
の年になると、やはり自分の幼児体験とか過去の記憶をいろいろ掘り起こしてみるよう
になるわけです。（中略）それと同時に記憶にまつわりついてくるうしろめたさがあって、
そのうしろめたさを失くしちゃうと、何か自分のいちばん大事な部分を失くしちゃうん
じゃないかという気がしてくるんですね。自分にとってそのうしろめたさが、いわば最
後の支えなのかとさえ思うんです。 
加藤：それがエネルギー源なんですよ、やっぱり。 
宮崎：要するに分裂を抱えたままずっといくしかないということでしょう。ろくなもん
じゃないですよ。僕はろくなもんじゃないと思う。31) 
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 しかし、自らの育った環境や過去を宮崎がしっかりと受け止めて自身の中で整理し、こ
こに述べられているようにそれを創作のための支えとして活かしていけるようになるのは、
もちろんもう少し後になってからのことである。大学生になったばかりの宮崎にとっては、
まだそうした葛藤は未整理のまま、自らの内に混沌と渦巻くものなのであった。 
 
 ところで1960年の安保闘争が起きたのは、そんな宮崎が十代の終わりを迎えようとする
頃のことである。しかし政治や社会に対する意識が最も先鋭的であるはずの年齢であった
宮崎も、初めのうちはむしろその運動に対しては傍観者であり続けたという。心情的には
むしろ「右翼的」だったという彼が、やがて無党派でデモに参加するようになったのは闘
争が退潮期にはいった後、「アサヒグラフ」に載った写真に触発されてのことであったとい
うが 32)、この頃から宮崎の政治意識は次第にはっきりとした形を取りはじめることになる。
大学在学中の宮崎は前述したように漫画の執筆に熱中していたのだが、当時最も描きたい
と考えていたのが「革命モノ」であったという宮崎自身の証言からも、そのことがうかが
えるだろう。 
 
 社会主義革命の、ある舞台を切り取って作りたかったんですよ、しかも日本を舞台に
して。33) 
 
 これはその頃に描こうとしていた漫画についてたずねられた際の宮崎の言葉であるが、
結局それを描き上げるだけの知識の蓄積が自分にはまだないことを悟った彼は、新たに時
代劇を題材とした原稿に取りかかり、その描き出し部分を貸本漫画の出版社に持ち込んで
断られる（正確には原稿を読まれる前に自ら引き取った）という経験もしたと語っている。 
 
 社会主義革命に関心を持ちながらも学生運動に全面的に身を投じるわけではなく、漫画
の執筆に熱中しながらも作品を完成させるには至らず、さらには戦争で稼いだ金の上に自
らの幼少期が成り立っていたことに悩みながらも学習院で学び続けるといったように、こ
の時期の宮崎の姿勢はどこか決然とせず、すべてが曖昧であったという印象が強い。 
 この時にはまだ一人の悩める青年に過ぎなかった宮崎駿の歩みが、やがて強い意思にあ
ふれ、その創作態度が徐々に確固としたものに変わっていくためには、やはり彼が東映動
画に入社して高畑勲や大塚康生らと出会い、作品を制作する中で様々な活動に関わってい
くことになるのを待たなければならなかったのである。 
 
 おわりに 
 
 この文章では、「物語作家としての宮崎駿」という視点から彼の作品群を検証するにあた
って、言及しておかなければならないいくつかの事柄について、宮崎がアニメーターとし
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ての道を歩みはじめる以前の時期を中心に考えてきた。 
 大学を卒業してから日本を代表するアニメーション監督となる今日までの宮崎の足跡に
ついては、これから時代を追ってたどっていくことになるが、その概要は以下に記すとお
りである。 
 
第一章 「東映動画」以前 ～誕生から大学卒業まで～（本稿） 
第二章 修業時代 ～東映動画から日本アニメーションの時代まで～ 
第三章 漫画映画の時代 ～未来少年コナン・カリオストロの城・名探偵ホームズ～ 
第四章 飛翔期 ～風の谷のナウシカ・天空の城ラピュタ～ 
第五章 転換点 ～となりのトトロ～ 
第六章 彽徊期 ～魔女の宅急便・紅の豚・耳をすませば～ 
第七章 物語の復権期 ～漫画版『ナウシカ』・もののけ姫・千と千尋の神隠し～ 
第八章 宮崎駿の明日 ～ハウルの動く城～ 
 
 上記の区分や見解には一般の評価とは異なる部分が含まれているかもしれないが、第二
章以降に相当する部分ついては、機を改めてまた詳細に記すことにしたい。 
 
 
 
注 
 
1)新海誠監督のアニメーション『ほしのこえ』（2002年）が大きな話題を集めたのは、この
作品では演出・脚本から作画・編集にいたるほぼすべての作業を、新海が一人で手がけた
からにほかならなかった。 
2)『劇場版 名探偵ホームズ』ＤＶＤ収録の映像特典「名探偵ホームズ 劇場公開秘話」に
おける、スタジオジブリ・プロデューサー鈴木敏夫へのインタビューより。 
3)「宮崎駿 30分インタビュー＆インフォメーション｣（「パーソナル」、1986年９月号。『ス
タジオジブリ作品関連資料集Ⅰ』、徳間書店、1996年、121頁に再録） 
4)大泉実成『宮崎駿の原点 母と子の物語』、潮出版社、2002年、35頁。 
5)同、57頁。 
 なお引用文中の〔 〕は、本稿筆者による注、または補足であることを示している。 
6)宮崎駿「雑想ノートは、僕の道楽なんです」（「アニメージュ」、1995年 12月号。宮崎駿
『出発点 1979～1996』、徳間書店、1996年、318頁に再録）。 
7)宮崎駿「おやじの背中」（「朝日新聞」、1995年９月４日付。『出発点』、249－250頁に再
録）。 
8)宮崎駿「手塚治虫に『神の手』をみた時、ぼくは彼と訣別した」（「Comic Box」、1989
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年５月号。『出発点』、232頁に再録）。 
9)宮崎駿「ファンタスティック・プラネットに思う」（「ＦＩＬＭ 1/24」31号、1981年 4
月。『出発点』、150頁に再録）。 
10)宮崎駿・和田慎二「風の谷のナウシカ 特別対談」（「キネマ旬報」、1984年上旬号。『ス
タジオジブリ作品関連資料集Ⅰ』、58頁に再録）。 
11)宮崎駿「時代を超えていく通俗文化を作りたい」（『宮崎駿の原点』、35頁に再録。） 
12)宮崎駿「宮崎駿自作を語る」（『風の谷のナウシカ GUIDE BOOK』、徳間書店、1984
年。『出発点』、453頁に再録）。 
13)「風の谷のナウシカ 特別対談」（『スタジオジブリ作品関連資料集Ⅰ』、58頁）。 
14)「手塚治虫に『神の手』をみた時、ぼくは彼と訣別した」（『出発点』、231－232頁）。 
15)『風の帰る場所 ナウシカから千尋までの軌跡』、72頁。 
16)「手塚治虫に『神の手』をみた時、ぼくは彼と訣別した」（『出発点』、232頁）。 
17)同（『出発点』、233－234頁）。 
18)『風の帰る場所 ナウシカから千尋までの軌跡』、252頁。 
19)宮崎駿「自分の原点」（「シネ・フロント」、1985年１月号。『出発点』、81頁に再録）。 
20)宮崎駿「日本のアニメーションについて」（『講座 日本映画７ 日本映画の現在』、岩
波書店、1988年。『出発点』、100頁に再録）。 
21)「自分の原点」（『出発点』、81－82頁）。 
22)宮崎駿「『コナン』を語る」（富沢洋子編『また、会えたね！』、徳間書店、1983年。『出
発点』、447頁に再録）。 
23)宮崎駿「フライシャーに思う」（「ＦＩＬＭ 1/24」30号、1980年 11月。『出発点』、144
－145頁に再録）。 
24) 同（『出発点』、145－147頁）。 
25) そもそも空飛ぶ国という着想や、「ラピュタ」という名称自体はスウィフトの『ガリバ
ー旅行記』に負うものであったが、宮崎が影響を受けたフライシャー兄弟もまたその『ガ
リバー旅行記』を映画化していることは、おそらく偶然ではないだろう。 
26)『双葉社スーパームック ルパン三世カリオストロの城』（1999 年）における大塚康生
との共同インタビューの中で、宮崎はラムダのデザインについて「はっきり憶えてないん
ですがフライシャーのスーパーマンに、似たようなのが出てくるんです。（中略）ラムダを
描くときにロケットだとむしろ速すぎて（中略）プロペラぐらいでヤットコサ飛んでる方
がいいなァなんて考えてたらフライシャーのにそんなのがあったな、なんて話になって。
子供の頃に一回見ただけだったけど実に面白くて、あれでいこうよって」と答えている（72
頁）。 
 なおフライシャーのメカニカル・モンスター風の飛行ロボットは、2004年公開のアメリ
カ映画『スカイキャプテン』（ケリー・コンラン監督）にも登場して、再び脚光を浴びるこ
とになった。 
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27)「宮崎駿自作を語る」（『出発点』、452頁）。 
 宮崎と同じ環境に育った兄が、彼同様に「兵器」好きになったことはある意味では当然
の帰結であったと言えるだろう。兄の新氏はまた、中学生であった宮崎と太平洋戦争の戦
記類を争うようにして読み、二人で盛んに話題にしたとも語っている（『宮崎駿の原点』、
76－77頁参照）。 
28)宮崎駿「私と先生」（『出発点』、239頁）。 
29)同、239頁。 
30)宮崎駿・加藤登紀子『時には昔の話を』、徳間書店、1992年、88－89頁。 
31)同、89頁。 
32)『宮崎駿の原点』、100頁他参照。 
33)『風の帰る場所 ナウシカから千尋までの軌跡』、250頁。 
 なお支配者に対する民衆の反乱を、忍者達を主軸として描いた白土三平の諸作品には影
響を受けることになったと後に宮崎は綴っているが、学生時代の宮崎が描きたかったのは
あるいはそうした漫画であったのかもしれない（『出発点』、232頁参照）。 
 
 
 
参考文献 
 
宮崎駿『出発点 1979～1996』、徳間書店、1996年 
宮崎駿『風の帰る場所 ナウシカから千尋までの軌跡』、ｒｏｃｋｉｎ’ｏｎ、2002年 
宮崎駿・加藤登紀子『時には昔の話を』、徳間書店、1992年 
宮崎駿・高畑勲他『スタジオジブリ絵コンテ全集』第Ⅰ期全 13 巻、第Ⅱ期全７巻、2001
～2003年 
スタジオジブリ編『スタジオジブリ作品関連資料集 Ⅰ～Ⅴ』、徳間書店、1996～1997年 
スタジオジブリ編『宮崎駿 漫画映画の系譜1963～2001』、徳間書店、2001年 
『双葉社スーパームック ルパン三世カリオストロの城』、双葉社、1999年 
「ＳＩＧＨＴ」VOL 10、ｒｏｃｋｉｎ’ｏｎ Ｊａｐａｎ 2002年１月増刊号 
大泉実成『宮崎駿の原点 母と子の物語』、潮出版社、2002年 
大塚康生『作画汗まみれ 増補改訂版』、徳間書店、2001年 
Mar.2005 振幅する想像力 149
Abstract 
ESSAY ON THE IMAGINATION OF HAYAO MIYAZAKI 
Part 1 
Masaya NISHIKAWA 
 This is an introduction to the analysis of the imagination of Hayao MIYAZAKI, 
Japan’s most famous director of Animation films. 
 In this essay, I tried to examine Miyazaki’s younger days, which would deeply 
affect his works in after years. For example, Miyazaki in his elementary school days 
was so fascinated by an adventure novel with full-colored illustrations called ‘Sabaku 
no Maou (Demoniac King of the Desert)’ of Tetsuji FUKUSHIMA, that he told his 
‘Nausicaa of Valley of Wind’ was created under the influence of Fukushima’s illustrated 
novel. On the other hand, Miyazaki had to struggle to get free from the influence of 
Osamu TEZUKA, Miyazaki’s most favorite comic artist in his childhood, in order to 
establish his own style of drawing and story-telling.  
